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進まず編集部をヤキモキさせていま

す（ごめんよう、ごめんよう……）。

で、12月号の裏表紙にはどどんとで

っかく「11月17日ガラリと世の中が

変わるかも」ですって。Visual Studio

2005がいよいよ正式に提供開始され

るってわけです（ちなみに英語版は

2005年10月27日に提供開始されてま

す）。今号が本屋さんに並ぶ頃には世

の中が変わってるかも？

VS2005はずいぶん前からβプログ

ラムが始まっていました。β2あたり

をインストールしておそるおそる試し

ている方も少なくないでしょう。僕

はMicrosoft MVPのご褒美にMSDN

Universalを頂戴してますから、数か

月ごとに最新の製品やβ版が宅配便

で届きます。CD-ROMが段ボールの

小箱に納められて届くのですが、VS

2005 β2はDVDでした。ところが僕、

情けないことに最近までDVDドライ

ブの持ち合わせがなかったので虹色

に光る円盤眺めて指しゃぶってるし

かなかったのです。ちょいと前によう

新しい開発環境の
ユーウツ

本誌“Windows Developer Magazi

ne”12月号が僕の手元に届きました。

この記事を書いているのは11月のアタ

マ、本当ならとっくに原稿が上がって

なければならんのですがなかなか筆が

やくUSB2で繋がるやつを手に入れ、

せっせとインストールして遊んでいま

した。

ほどなくVS2005が届くことでしょ

う。新しい開発環境が手に入るのは

とっても嬉しくワクワクするのです

が、いざインストールが完了したそ

のあとに、すっごくメンドくさい作業

が“お約束”で待ち構えています。

ご存知の方も多いでしょうが、僕の

ホームグラウンドはC#じゃなくC++

でして、普段はC++でいろんなジャ

ンルのコードをガリガリ書いてます。

そのときお世話になるのがライブラ

リ。標準C++ライブラリやMFCのよ

うに開発環境に添付されているもの

ばかりでなく、市販あるいはShare

Ware／FreeWareの数多くのライブ

ラリに助けてもらっています。それ

らの多くはソースコードで提供され

ていて、自分のマシンでライブラリを

ビルドして使ってるわけ。なのでコン

パイラのバージョンが上がると、お気

に入りのライブラリの全ソースをコ
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ンパイラに食わせて再構築せにゃなりません。その数が

“ハンパねえ”のです。

単にリビルドボタンつっついて放っときゃいいものも

ありますが、今回はVisual C++のバージョンが7.1から

8.0へと大きく変わり、コンパイルオプションを調整しな

きゃならんものもありそうです。コンパイラの乗せ換え

（しばらくは旧版と相乗りだけど）に伴うライブラリの

リビルドは日がな一日HDが唸りを上げてブン回ってい

ても数日かかってしまいます。その間つきっきりでコン

パイルエラーやらヤバめなウォーニングが出ないか見張

ってなあきません。んなわけで、新しい処理系が手に入

るのは嬉しく楽しみな反面、毎回ちょっとユーウツにな

りますの。

Visual Studio 2005のウリ

さて今回のVS2005、.NET言語の新機能の最大のウリ

は（επι的には）Genericsのサポートでしょうか。C++は

かなり以前からtemplateが、そしてJavaもJDK5.0から

Genericsが使えます。VS2005のリリースで、ようやく

C#（VB）でもGenericsが使えるようになり、「ガラリとプ

ログラミングが変わるかも」な気がしたりしなかったり。

C#によるGenerics、いままでにもあちこちで紹介され

ているようですし、僕もこの連載でネタにしてます（2005

年8月号）が、VS2005正式リリースまでは連載中のコー

ドに積極的に使うのは控えてきました。正式なリリース

で足枷がとれたので、再度軽く語るとともに、template

大好きなC++屋の僕が感じる不満めいたいくつかを紹介

します。ただしお断りしておきますが、今僕の手元には

当然のことながら製品版があるわけもなく、VS2005β2

でのお話です。ここに書くいくつかは製品版では異なっ

ているかもしれません。不満とか愚痴とかの種はできる

ことなら製品版ではスッキリ解消されてて欲しいけど。

この記事がアナタの手元に届いたら、ここに書かれて

ることがホントかどうか、試していただけると嬉しい。

そしてβ2との相違を見つけたら僕に教えてもらえれば

すっごく有難いっす。是非ともよろしくお願いしますね。

Genericsって？

“generic（ジェネリック）”を辞書で引くと、「一般的

な」「汎用の」「総称的な」などの意味が並んでいます。

特許が切れてお安くなったお薬を「ジェネリック医薬

品」というのでしたっけ。「ノーブランド商品／無印商

品」は英語で“generic brand”というんだそうです。

MicrosoftのMSDNサイトに、2003年7月（英文オリ

ジナルは同年3月）に書かれた「C# プログラミング言語

の将来の機能」［注1］にはGenericsの一例としてスタック

（Stack）が紹介されていました。スタックとはFILO（Fir

st In／Last Out）バッファのことで、複数のデータを投

げ入れておくと、取り出すときは入れたのと逆順、つま

り最初に入れたデータは最後に取り出すことになるデー

タの集合体です。

public class Stack
{
private object[] items = new object[100];

public void Push(object data)
{
・
・

}

public object Pop()
{
・
・

}
}

このインターフェイスによれば、objectであれば何だ

って投げ入れ（Push）られ、そして取り出す（Pop）こ

とができます。

Stack s = new Stack();
s.Push("one");
s.Push("two");
s.Push("three");
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注1）http://www.microsoft.com/japan/msdn/vs/vcsharp/vbconCPro
grammingLanguageFutureFeatures.asp




